






















































School Teachers and Acceptance of Others: The influence of self-acceptance, 
narcissistic vulnerability, and social activity.
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越 (2007) の教師用 RCRT を用いた分析がある。RCRT
では，教師の児童生徒認知の多様性が教師によって 3 ～



































































（Rogers, 諸富ら訳 , 2005）。春日 (2015) は , 子供という

























































































































であり，有効回答数は 89 名（有効回答 99%）であった。
年代は 20 代が 12 名，30 代が 9 名，40 代が 25 名，50
































































　 平均値 SD 最小値 最大値
自己受容 68.77 9.75 32.00 88.00
他者受容 65.87 7.82 42.00 84.00
自己愛的脆弱性 53.18 10.18 27.00 75.00














Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ 自己受容尺度 1.00 　 　 　 　 　 　
Ⅱ 他者受容尺度 .60 ** 1.00 　 　 　 　
Ⅲ 自己愛的脆弱性 -.36 ** -.29 ** 1.00 　 　
Ⅳ 自己不一致 -.39 ** -.24 * .15 　 1.00














された（それぞれB ＝ -.31 [95%CI=-.49, -.12], β＝ -.33, 
p  <.01; B ＝-4.76 [95%CI=-7.47, -2.05], β＝-.35, p  <.01）。
また，自己受容から他者受容に正の影響が示された（B
＝ .45 [95%CI=.31, .59], β＝ .57, p  <.01）。
４．生活の様子と自己受容得点 , 自己愛的脆弱性得点 ,
自己不一致得点との関連性
自己受容得点 , 自己愛的脆弱性得点 , 自己不一致得点
が「生活の様子」によってそれぞれ得点に差があるかを










（t(82)=3.09, p  =.00, d =0.79）, 月に 1 回以上の趣味をす
る者の方が，得点が高かった。また , 自己不一致得点に
おいて趣味の頻度による得点差は有意ではなかったもの
の小から中程度の効果量が算出され（t(78)=1.43, p  =.16, 
d ＝.37），趣味の頻度が少ない者は，その得点が高かった。
２）自由に使えるお金の多少
自己受容得点 , 自己愛的脆弱性得点 , 自己不一致得点
を従属変数とし , 一ヶ月に自分のやりたいことや欲しい
ものに使用できる金額が１万円以上の者と１万円以下の
者を独立変数としたt 検定を行った (Table4)。その結果 ,
一ヶ月に使用できる金額によって , 有意な差は見られな
かった。しかし , 自己愛的脆弱性得点においては小から
中程度の効果量が算出され（t(77)=1.66, p  =.10, d  =.38）,
Table3　趣味の頻度と各変数との関係
趣味の頻度 N 平均値 SD t df p d
自己受容 月 1 回以上 64 70.64 9.47
3.09 82 .00 .79
月 1 回以下 20 63.30 8.55
自己愛的脆弱性 月 1 回以上 61 52.94 10.50
0.60 77 .55 .17
月 1 回以下 19 54.69 9.75
自己不一致 月 1 回以上 63 2.89 0.65
1.43 78 .16 .37







され ,（t (77)=1.87, p  =.07, d  =.43），月に 1 万円以上使
えない者の方がそれらの得点が高かった。
３）睡眠時間
自己受容得点 , 自己愛的脆弱性得点 , 自己不一致得点
を従属変数とし ,1 日あたりの平均的な睡眠時間が６時
間未満の者と６時間以上の者を独立変数としたt 検定
を行った (Table5)。その結果 , 一日の睡眠時間によって
自己愛的脆弱性得点に有意な差が見られ (t (79)=2.91, p 
=.01, d  =.71)，睡眠が少ない者の方が，自己愛的脆弱性
が高くなった。また , 自己受容得点においては , 有意差
は見られなかったが , 小から中程度の効果量が算出され


















































N 平均値 SD t df p d
自己受容 6 時間未満 23 66.35 10.66
1.55 84 .13 .37
6 時間以上 63 69.98 9.26
自己愛的脆弱性 6 時間未満 23 58.30 9.97
2.91 79 .01 .71
6 時間以上 58 51.31 9.66
自己不一致 6 時間未満 21 3.05 0.88
0.69 79 .50 .17
6 時間以上 60 2.92 0.69
Table4  一ヶ月あたり自由に使用できる金額と各変数との関係
金額 N 平均値 SD t df p d
自己受容 一万円以下 34 67.74 7.89
0.85 82 .40 .19
一万円以上 50 69.58 10.83
自己愛的脆弱性 一万円以下 32 55.72 8.57
1.66 77 .10 .38
一万円以上 47 51.89 10.98
自己不一致 一万円以下 32 3.12 0.74
1.87 77 .07 .43
一万円以上 47 2.81 0.72
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